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平屋かつ軒先の高さを抑えることで、圧迫感のない親しみやすい外観になります。高齢者の方等、誰でも来場し易い
開口部を可能な限り多く設けることで、開かれた外観になり、館内の活動が垣間見れます。 開口部の建具は全て引戸、木製とします。内部と外部を一体的に利用することも可能です。

スロープ 勾配1/12

一級建築士事務所� 小山将史建築設計事務所 scale : 1 / 100 他プレゼン資料1住・緑・家「横浜市北八朔自治会館」建設デザインコンペティション 受付 No.142020年5月8日基本計画

バリアフリーなアプローチを確保します。

親しみやすい古民家風
建物形状とし、地域の
ランドマークとなります。

錣（シコロ）屋根

オープンテラス
(回遊通路・休憩所・展望デッキ）

オープンテラスは、回遊動線であると同時に、憩いの場として、日常的に自由に使えます。

オープンテラス
(回遊通路・休憩所・展望デッキ）

オープンテラス
(回遊通路・休憩所・展望デッキ）

大会議室

オープンキッチン

オープン
エントランス

低く抑えた軒先幅広の開口部

前面道路

十二神社

狛犬

祠

狛犬

資材置場

灯篭

灯篭
鳥居

配置図 兼 屋根伏図

外壁ライン→

平面図
S=1/200 S=1/100

錣（シコロ）屋根

4/10

←壁面後退線

計画建物

前面道路

北側トップライト（安定採光）

GL+0

※構造の壁量は十分に確保、
また、4方位に開口部があり、
通風採光も十分に確保した計画です。

大会議室

※机椅子50人、椅子のみ90人、収容可能。
46.58m2（約28畳）

スロープ 勾配 1/12

休憩所 休憩所 休憩所

休憩所 新設掲示板

前面道路

GL+540

GL+550

GL+0 GL+540

GL+550 GL+550

GL-1000

休憩所

休憩所

オープンキッチン

5.59m2

オープンエントランス

※一体的利用可能。
22.35m2

GL+1500 GL-250

GL+0

オープンテラス

回遊動線搬入搬出

搬入搬出

搬入搬出

搬入搬出

※計画建物を敷地北側へ
可能な限り寄せることで、
南側の空地を確保します。

※地域の憩いの場として、日常的に自由に使えます。

レク倉庫
4.14m2

資料室
4.14m2

神社倉庫
4.14m2

機材倉庫
4.14m2

防災倉庫
4.14m2

オープンテラス

搬入搬出 搬入搬出搬入搬出

トイレ

みんなのトイレ
※条例対応。

※開口幅90cm確保。建具は全て引戸。床滑り、段差解消。

収納（机椅子ホワイトボード等）

スケジュール板

郵便受

手摺 手摺

雨樋

※耐力壁の単位長さを
910mm→1365mm
1.5倍とします。

※各種倉庫の位置は変更可能です。

敷地南東側から俯瞰する。 敷地南側からの外観。 敷地南西側からの俯瞰プラン。

展望デッキ

※一体的利用可能。
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南北断面図 東西断面図
（西側省略）

S=1/100

東立面図 南立面図
（西側省略）
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◎予算計画（案として）

◎仕上表（案として）

・�本体工事費�：�約1,950万円
・� 設備工事費� ：� 約350万円
・� 設計監理料� ：� 約300万円

◯� 総建設費��� 約3,000万円 （税込）

・�測量費、地盤改良費、既存解体費、

◯�主な想定外部仕上げ
・� 外壁� ：�土塗り壁風装飾仕上塗材

・�天井�：�珪藻土塗り仕上げ（防音）
・�内壁�：�珪藻土塗り仕上げ（防音）

◯�主な想定内部仕上げ

・� 屋根�：�ガルバリウム鋼板、一文字葺き

・�床材� ：�主にウッドデッキ材（防滑）

◎計画概要

・�1階床面積  ：  102.47㎡ (約31坪)
・�延べ面積  ：  102.47㎡ (約31坪)

・� 建築面積  ：  102.47㎡ (約31坪)

・�容積率  ：  39.00％ ＜ 80％

・� 敷地面積  ：  262.68㎡ (約80坪)

・� 建蔽率  ：  39.00％ ＜ 40％

◯� 面積表

◯� 規模・構造
・� 木造平屋建・在来軸組工法

◯� 別途費用

シコロ屋根の形状を内部空間の天井の形状にも反映させます。
天井高さもあり、視線の抜けもあり、開放感のあるシンプルな大会議室です。

・�床材� ：� 水回り、倉庫はPタイル等

・�外構工事費� ：� 約300万円
・� 地質調査費、予備費� ：� 約100万円

・�補助金、有志寄付、協賛 （資材提供等）
◯�その他予算捻出方法

・�建具�：�木製ペア、防腐塗料（防音）

・� 建具�：�木製、天然塗料仕上げ

◎計画趣旨

一級建築士事務所� 小山将史建築設計事務所 scale : 1 / 100プレゼン資料2住・緑・家「横浜市北八朔自治会館」建設デザインコンペティション 受付 No.142020年5月8日基本計画

・� 農地転用費用、登記等

・� 柱間を一般的な910mmから1365mmとすることで、耐力壁の単位を通常の1.5倍とし、
◯�地震に強い自治会館

��� 可能な限り開口部を確保しながら、効率的に強度を高める計画とします。

・� 軒を含むシコロ屋根全体を構造用合板等で面として固めることで、強度を高めるとともに、
�� � タガのように外周部を締め固め、自由度の高い無柱空間の実現に寄与させます。

・ 平屋とすることで、単位面積当たりの建物重量を軽くし、受ける地震力を軽減させます。

オープンテラス オープンテラス

北側トップライト（安定採光）

雨樋

大会議室 大会議室

低く抑えた軒先

低く抑えた軒先を1m程度
出すことで、雨避けとし、
季節に応じて、日差しを
コントロールします。

LEDライト
光拡散パネル

LEDライト
光拡散パネル

北側トップライト（安定採光）

低く抑えた軒先

雨樋

太陽光パネル等
も設置可能。

錣（シコロ）屋根 錣（シコロ）屋根

赤い点線を構造用合板等
面として固め、自由度の
高い空間をつくります。

※外周部を低く抑えながら、中央部は天井高さ3.1mを確保、天窓効果含めて、明るく開放的な内部空間とする計画です。

※古民家風のどこか懐かしい外観、平屋かつ軒先の高さを抑えることで、圧迫感のない親しみやすい外観する計画です。

タガの原理を応用して、

光拡散パネル

光拡散パネル

大会議室からオープンエントランスを見る。個室利用。 オープンエントランスから大会議室を見る。一体的利用。
北側トップライト（安定採光）とその下にある光拡散パネルによって、優しい明るさになります。
天井高さもあり、視線の抜けもあり、開放感のあるシンプルな大会議室です。

・� 防犯、防火設備、LED、無線LAN等
◯� その他設備（電気・水道・プロパン他）

・� まちの景観に調和するように、親しみやすい古民家風の建物形状をベースとした外観とし、
◯�まちの景観に配慮した計画

   シンプルかつシンボリックにデザインすることで、地域のランドマークにします。

・� 建物周囲に、交流拠点として日常的に利用できるように、オープンテラスを計画します。
◯�日常的なまちの交流拠点

   オープンテラスは、回遊動線であると同時に、憩いの場として、いつでも自由に使えます。

・� 平屋かつ軒先の高さを抑えることで、圧迫感のない親しみやすい外観になります。
◯� まちに開かれた来館しやすいデザイン

・� 開口部を可能な限り多く設けることで、開かれた外観になり、館内の活動が垣間見れるた
   め、気軽に立ち寄れる親しみやすい自治会館になります。また、防犯性も高まります。

・� 高齢者の方等に配慮した緩やかなスロープを設け、バリアフリーなアプローチになります。
◯� バリアフリーに配慮した計画

・ トイレも条例対応とし、開口部の建具は全て引戸、段差等は解消します。

北側トップライト（安定採光）

各種倉庫エリア

回遊動線

各種倉庫から半外部空間の回遊動線を経て、雨に濡れずに裏側からも搬入搬出できます。
トップライトは安定した光を採り入れるため、北向きに設置します。

敷地北西側から俯瞰する。

大会議室

大会議室
オープンキッチン

オープンエントランス（ラウンジ）


